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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第63期

第１四半期
連結累計期間

第64期
第１四半期
連結累計期間

第63期

会計期間
自平成25年４月１日
至平成25年６月30日

自平成26年４月１日
至平成26年６月30日

自平成25年４月１日
至平成26年３月31日

売上高 （千円） 13,118,233 11,240,781 51,648,776

経常利益 （千円） 446,431 139,265 1,549,214

四半期（当期）純利益又は四半期純

損失（△）
（千円） 122,422 △212,797 212,343

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 1,132,048 △293,910 2,232,988

純資産額 （千円） 20,444,422 21,064,568 21,233,845

総資産額 （千円） 52,059,178 50,972,204 51,486,204

１株当たり四半期（当期）純利益金

額又は１株当たり四半期純損失金額

（△）

（円） 12.54 △21.80 21.75

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 31.5 32.7 32.5

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

　     ２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　     ３．第64期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半

期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。第63期第１四半期連結累計期

間及び第63期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1）業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、平成26年４月からの消費税増税による駆け込み需要の反動等

の影響はありますものの、政府による経済政策や日銀による金融緩和の効果により景気は緩やかな回復基調で推移

いたしました。一方、海外では新興国を中心に景気の下振れリスクが懸念され、依然として不透明な状況が続いて

おります。

主要取引先である自動車業界では、国内においては高水準にありました受注残の消化が全体を下支えし、消費税

増税後の反動減を小幅に留めました。海外においては、米国市場をはじめ概ね堅調に推移いたしました。また、自

動車部品業界におきましては、顧客の世界生産拡大に伴い、国内生産は減少トレンドにあり生産の海外シフトが引

き続き加速しております。

このような状況にあって当社グループでは、本年より新たに“５極体制の総合力を活かし新価値を創造する”を

経営方針に掲げ、第12次中期事業計画（平成27年３月期～平成29年３月期）がスタートし、「既存技術の深掘

り」、「新製品・新事業の創出」、「真のグローバル化の追求」を目指し、重点施策に取り組んでおります。

当第１四半期連結累計期間の業績は、自動車販売事業（12月期決算）において消費税増税前の駆け込み需要が寄

与し好調に推移いたしましたが、自動車部品製造事業での主要顧客における当社製品適用車種の販売減等により国

内、海外共に減収となり、売上高につきましては11,240百万円（前年同期比14.3％減）となりました。損益につき

ましては、大幅な減収影響に対し諸費用の削減等に取り組みましたが、営業利益175百万円（前年同期比64.4％

減）、経常利益139百万円（前年同期比68.8％減）、四半期純損失212百万円（前年同期は122百万円の四半期純利

益）となりました。

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

①　日本

　売上高につきましては、自動車販売事業の好調な推移及び自動車部品製造事業におけるトランスミッション部品

高性能シンクロナイザーリングの売上寄与はありましたものの、今期より連結子会社エフ・ティ・プレシジョン・

インコーポレーテッド（以下、ＦＴＰ社）への商社経由の売上取引を連結消去の対象としたことにより、4,924百

万円（前年同期比11.9％減）となりました。損益につきましては、経費圧縮に努め61百万円のセグメント利益（前

年同期比153.8％増）となりました。

②　米国

　売上高につきましては、当社主要顧客の生産台数減少等に伴う主要製品の減少により、4,547百万円（前年同期

比13.2％減）となり、損益につきましては、減収影響はありましたものの原価低減効果等により413百万円のセグ

メント利益（前年同期比0.8％減）となりました。

③　タイ

　売上高につきましては、タイ国内の景気減速影響及び税制優遇措置の反動による減少等により主要部品が軒並み

減少し1,702百万円（前年同期比25.7％減）となり、損益につきましては経費圧縮に努めましたものの、減収影響

等により107百万円のセグメント利益（前年同期比6.7％減）となりました。

④　インド

　売上高につきましては、量産開始に伴い、63百万円（前年同期比1,856.5％増）となり、損益につきましては、

減価償却費をはじめとする諸費用の増加等により191百万円のセグメント損失（前年同期は72百万円のセグメント

損失）となりました。

⑤　ベトナム

　売上高につきましては、平成26年３月より顧客への納入開始により、2百万円となり、損益につきましては、量

産立ち上げ費用計上等により68百万円のセグメント損失（前年同期は1百万円のセグメント損失）となりました。

　なお、当社グループは、「第４[経理の状況]１[四半期連結財務諸表]（セグメント情報等）」に記載のとおり、

当第１四半期連結会計期間より、「受取ロイヤリティー」に係る損益の表示方法の変更をしており、遡及修正後の

数値で前四半期連結累計期間との比較を行っております。

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。
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(3）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、221百万円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 32,640,000

計 32,640,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
(平成26年６月30日)

提出日現在発行数（株）
(平成26年８月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,763,600 同左

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数　100株

計 9,763,600 同左 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成26年４月１日～

平成26年６月30日
－ 9,763,600 － 500,190 － 324,233

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成26年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

平成26年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　2,800 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　9,760,300 97,603 －

単元未満株式 普通株式　500 － －

発行済株式総数 9,763,600 － －

総株主の議決権 － 97,603 －

 

②【自己株式等】

平成26年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合（％）

田中精密工業株式会社
富山県富山市新庄本

町二丁目７番10号
2,800 － 2,800 0.03

計 ― 2,800 － 2,800 0.03

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成26年４月１日から平

成26年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成26年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,812,226 5,130,116

受取手形及び売掛金 6,055,968 5,898,897

商品及び製品 2,480,724 2,282,586

仕掛品 1,966,258 2,307,668

原材料及び貯蔵品 3,321,071 3,018,003

その他 1,022,522 994,119

貸倒引当金 △262 △262

流動資産合計 19,658,508 19,631,129

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 6,430,285 6,287,558

機械装置及び運搬具（純額） 15,871,555 15,212,300

土地 2,600,710 2,598,063

その他（純額） 1,995,005 2,468,724

有形固定資産合計 26,897,557 26,566,646

無形固定資産   

その他 170,672 169,749

無形固定資産合計 170,672 169,749

投資その他の資産   

投資有価証券 3,433,177 3,447,803

その他 1,345,789 1,175,075

貸倒引当金 △19,500 △18,200

投資その他の資産合計 4,759,466 4,604,677

固定資産合計 31,827,696 31,341,074

資産合計 51,486,204 50,972,204
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成26年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,485,957 3,764,715

短期借入金 4,644,821 4,888,141

1年内返済予定の長期借入金 3,344,192 3,345,052

未払法人税等 43,126 156,442

引当金 39,490 9,872

その他 5,133,352 5,823,393

流動負債合計 16,690,940 17,987,617

固定負債   

長期借入金 8,717,942 7,729,734

退職給付に係る負債 1,774,702 1,267,816

資産除去債務 48,208 48,264

その他 3,020,566 2,874,203

固定負債合計 13,561,418 11,920,018

負債合計 30,252,359 29,907,635

純資産の部   

株主資本   

資本金 500,190 500,190

資本剰余金 324,233 324,233

利益剰余金 14,007,499 14,101,028

自己株式 △2,666 △2,666

株主資本合計 14,829,256 14,922,785

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,338,669 1,343,392

為替換算調整勘定 692,658 541,232

退職給付に係る調整累計額 △137,660 △162,190

その他の包括利益累計額合計 1,893,668 1,722,434

少数株主持分 4,510,921 4,419,349

純資産合計 21,233,845 21,064,568

負債純資産合計 51,486,204 50,972,204
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

売上高 13,118,233 11,240,781

売上原価 11,270,854 9,687,023

売上総利益 1,847,378 1,553,757

販売費及び一般管理費 1,354,518 1,378,363

営業利益 492,860 175,394

営業外収益   

受取利息 11 146

受取配当金 11,529 21,566

スクラップ収入 41,724 34,566

その他 14,622 13,527

営業外収益合計 67,888 69,806

営業外費用   

支払利息 107,677 97,957

その他 6,638 7,977

営業外費用合計 114,316 105,934

経常利益 446,431 139,265

特別利益   

固定資産売却益 3,315 669

貸倒引当金戻入額 － 1,299

特別利益合計 3,315 1,969

特別損失   

固定資産売却損 51 28

固定資産除却損 3,002 1,726

投資有価証券評価損 2,217 456

特別損失合計 5,271 2,211

税金等調整前四半期純利益 444,475 139,023

法人税等 186,418 204,757

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△）
258,057 △65,733

少数株主利益 135,634 147,063

四半期純利益又は四半期純損失（△） 122,422 △212,797
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△）
258,057 △65,733

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 97,588 2,385

為替換算調整勘定 776,402 △207,441

退職給付に係る調整額 － △23,120

その他の包括利益合計 873,991 △228,176

四半期包括利益 1,132,048 △293,910

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 667,293 △384,031

少数株主に係る四半期包括利益 464,754 90,121
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【注記事項】

（会計方針の変更）

　（退職給付に関する会計基準等の適用）

　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付

見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更し、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務

期間に基づく割引率から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率

へ変更しております。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取り扱いに従って、当第１

四半期連結会計期間の期首において、当該変更に伴う影響額を利益剰余金に加減しております。

　この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が566,389千円減少し、利益剰余金が

384,412千円増加しております。また当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期

純利益は、それぞれ1,217千円減少しております。
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（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　四半期連結会計期間に係る法人税等については、当第１四半期連結会計期間を含む年度の税引前当期純利益に対

する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方

法によっております。

（追加情報）

（商社経由の取引消去に関する事項）

　従来、連結子会社エフ・ティ・プレシジョン・インコーポレーテッド（以下、ＦＴＰ社）への商社経由の売上取

引については、複数の商社を経由する取引であり、当社の在庫管理体制が当該取引を正確に把握する水準になかっ

たことに起因し、当社からＦＴＰ社へ積送中の製品並びにＦＴＰ社において保有している当社出荷製品の正確な把

握ができなかったことから連結上取引消去の対象外としておりましたが、当社とＦＴＰ社との取引に関しての在庫

管理体制が構築されたことにより、当社出荷製品の正確な追跡が可能となったことから、当第１四半期連結会計期

間より連結消去の対象としております。

　これにより、従来の方法に比べ、当第１四半期連結累計期間の売上高は756,499千円、売上総利益、営業利益、経

常利益、税金等調整前四半期純利益はそれぞれ161,463千円減少しております。

　なお、セグメント情報に与える影響については、当該箇所に記載しております。
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（四半期連結貸借対照表関係）

保証債務

　従業員の金融機関からの借入に対し、債務保証を行っております。

前連結会計年度
（平成26年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（平成26年６月30日）

従業員８名 3,211千円 従業員７名 2,431千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

減価償却費 1,017,399千円 1,174,148千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年６月30日）

　　配当金支払額

（決　議） 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月21日

定時株主総会
普通株式  78,086千円 ８円  平成25年３月31日  平成25年６月24日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成26年４月１日　至平成26年６月30日）

　　配当金支払額

（決　議） 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月20日

定時株主総会
普通株式  78,085千円 ８円  平成26年３月31日  平成26年６月23日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 日本 米国 タイ インド ベトナム 合計 調整額
四半期連結
損益計算書
計上額

売上高         

外部顧客への売上高 5,586,516 5,237,280 2,291,188 3,247 － 13,118,233 － 13,118,233

セグメント間の内部

売上高又は振替高
157,314 － － － － 157,314 △157,314 －

計 5,743,830 5,237,280 2,291,188 3,247 － 13,275,547 △157,314 13,118,233

セグメント利益又は

損失（△）
24,143 416,695 115,266 △72,135 △1,695 482,274 10,585 492,860

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

　主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 482,274

セグメント間取引消去 6,064

有形固定資産の未実現利益の調整額 4,521

四半期連結損益計算書の営業利益 492,860

 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 日本 米国 タイ インド ベトナム 合計 調整額
四半期連結
損益計算書
計上額

売上高         

外部顧客への売上高 4,924,414 4,547,520 1,702,889 63,535 2,421 11,240,781 － 11,240,781

セグメント間の内部

売上高又は振替高
896,522 － 15,013 － － 911,536 △911,536 －

計 5,820,937 4,547,520 1,717,903 63,535 2,421 12,152,317 △911,536 11,240,781

セグメント利益又は

損失（△）
61,128 413,482 107,486 △191,691 △68,656 321,749 △146,355 175,394

　※１．当第１四半期連結会計期間より、最近の海外連結子会社での生産・販売活動の拡大に伴い、当社の技術供与の対

価であるロイヤリティー収入の増加が見込まれ、また、当連結会計年度において当社グループが進めてきたグロー

バル生産体制が実質的に整うことを契機として、営業活動の成果をより適切に表示するために、個別財務諸表にお

いて従来営業外収益に表示していた子会社からの受取ロイヤリティーの表示区分を売上高へ変更しております。そ

の結果、事業セグメントの利益の測定方法も変更され、当第１四半期連結累計期間の報告セグメント「日本」での

「セグメント間の内部売上高又は振替高」及び「セグメント利益」は、従来の方法によった場合と比較して、

137,309千円それぞれ増加しております。

　※２．追加情報に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間より、連結子会社ＦＴＰ社への商社経由の売上取引につ

き、連結消去の対象としております。その結果、事業セグメントの利益の測定方法も変更され、当第１四半期連結

累計期間の報告セグメント「日本」での「外部顧客への売上高」は、従来の方法によった場合と比較して、

756,499千円減少し、「セグメント間の内部売上高又は振替高」は同額増加しております。

 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

　主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 321,749

セグメント間取引消去（注）１ 1,035

棚卸資産の未実現利益の調整額（注）２ △161,463

有形固定資産の未実現利益の調整額 14,072

四半期連結損益計算書の営業利益 175,394

（注）１．上記１．※１に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間より、営業活動の成果をより適切に表示

するために、個別財務諸表において受取ロイヤリティーの表示区分を営業外収益より売上高へ変更

しております。その結果、従来の方法によった場合と比較して、セグメント間取引消去の金額は

137,309千円減少しております。

２．当第１四半期連結会計期間より、連結子会社ＦＴＰ社への商社経由の売上取引につき、連結消去の

対象としております。その結果、棚卸資産の未実現利益の調整額が161,463千円発生しておりま

す。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。

EDINET提出書類

田中精密工業株式会社(E02241)

四半期報告書

17/20



（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額（△）
12円54銭 △21円80銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は

四半期純損失金額（△）（千円）
122,422 △212,797

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は

四半期純損失金額（△）（千円）
122,422 △212,797

普通株式の期中平均株式数（株） 9,760,798 9,760,747

（注）１．前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。

２．当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損

失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年８月８日

田中精密工業株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 上坂　善章　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 安藤　眞弘　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている田中精密工業株
式会社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成26年４月１日から
平成26年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期連結
財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半
期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する
結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、田中精密工業株式会社及び連結子会社の平成26年６月30日現在の財政
状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての
重要な点において認められなかった。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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